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会　場 葛城税務署 奈良税務署 町中央公民館

と　き
３月１５日（火）まで

（土日祝日除く）
午後４時まで受け付け

２月２０日（日）・２７日（日）
午前９時～午後５時

（午後４時まで受け付け）

３月８日（火）～１５日（火）（土日除く）
【午前】午前９時～１２時（定員３０人）
【午後】午後１時～４時（定員３０人）

入場
整理券

会場で配布する「入場整理券」が必要です。
ＬＩＮＥを通じたオンライン事前発行も
可能です。

　　　  国税庁ＬＩＮＥ公式アカウント→

午前８時１５分から中央公民館で配布
※無くなり次第終了
※�午前・午後とも午前８時１５分から配

布します。時間指定はできません。

申告に必要なもの（主なもの）

所得税及び
復興所得税の確定申告

•マイナンバーカード、または個人番号通知カード＋身元確認書類（運転免許証、健康保険証など）
•利用者識別番号の通知（利用者識別番号が記載された「確定申告のお知らせハガキ」等をお持ちの方）
•前年分の申告書控え（お持ちの方）
•源泉徴収票などの収入証明書類
•健康保険料の支払額、支払日が分かる書類
•�国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料の納付済確認書(事前に役場税務課か出張所で納付済確認

書の発行を受けてください。年金の源泉徴収票に記載された社会保険料以外に納付していない場合は不要）
•生命保険料、地震保険料、国民年金保険料等の控除証明書
•身体障害者手帳等（お持ちの方）
•医療費控除の明細書またはセルフメディケーション税制の明細書
•申告者本人の振込先口座番号（還付の場合に必要）

〈町中央公民館の注意事項〉
•相談初日から３日間は、すぐに整理券の配布が終了します。日時をずらしてお越しください。
•簡易な申告（年末調整未済・公的年金所得・医療費控除・生命保険控除など）のみを行います。
　内容により、葛城税務署へ行っていただくことがあります。
•申告書がすでに完成している方は、役場１階税務課へ提出してください（整理券不要）。
•役場出張所では確定申告書の受け取りは行いません。
•車で来場される場合は、プール前駐車スペースを利用してください。

※�各会場とも大変混雑し、長時間お待ちいただくこともあります。
　また、受け付けは混雑の状況により早めに終了する場合があります。
※会場を利用される場合、検温、マスク着用、手指消毒などの感染症対策へのご協力をお願いします。

令和３年分
税の申告

申告できる場所
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申告書の提出は、お早めに！郵送で！

公的年金等を受給されている方へ

町・県民税（住民税）の申告 ３月１５日まで

　国税の申告が必要ない方は、郵送か役場税務課で町・県民税の申告書を提出してください（勤務先において年末調
整済みの方、同じ世帯内で扶養されている方などは不要です）。なお、出張所では受け取りのみとなります。申告
相談を受けたい方は役場税務課へお越しください。また、確定申告相談期間中（３月８日（火）～１５日（火））は、税
務課は少ない人数での対応になります。混雑緩和のため、なるべく３月４日（金）までに提出をお願いします。
　令和３年度に町・県民税の申告をした方には、２月上旬に申告書を発送します。

※遺族年金や障害年金のみを受給されている方
　町・県民税の申告をしてください。健康保険税（料）や介護保険料の算定、各種手当等に必要になる場合があります。

●問い合わせ
　【所得税及び復興特別所得税の申告等】　葛城税務署　☎２２－２７２１
　【町･県民税の申告】　税務課課税係　☎内線１１０・１１２

申告に関するフローチャート

公的年金等の収入合計金額が
４００万円以下である

はい

はい

はい はい

はい
い
い
え

いずれもいいえ

公的年金等に係る雑所得以外の
所得金額が２０万円以下である 源泉徴収税額がある

町へ町・県民税の申告書を
提出してください。

計算の結果、還付または
株式等の繰越などがある

税務署へ所得税及び復興特別所
得税の確定申告書を提出してく
ださい。
※�「所得から所得控除を差し引く

と残額がない」など申告が不要
な場合があります。　

確定申告も、町・県民税の申告も不要です。
※�勤務先や年金保険者から町に送付される支払報告

書により町・県民税を計算します。転入転出等によ
り送付されない場合は、申告書の提出が必要にな
る場合があります。

①�「公的年金等の源泉徴収票」に、適用を受けられる控除の記載が
ない場合、他の各種控除の適用を受ける

②�金額に関わらず公的年金等に係る雑所得以外の所得がある

いいえ いいえ

いいえ



　令和 2年 3月末で廃校となった旧河合第三小学校の利活用として、中央公民館・町立体育館の転用とともに、
高機能な避難所とする構想を描き、現在、設計を進めています。
　この施設を、たくさんの町民が集い、より利用しやすい施設とするために、町民の皆さまから、計画にあたっ
てのご意見やご要望をお寄せください。
　２月からこの内容でタウンミーティング実施の予定でしたが、
１月中旬からの新型コロナ感染拡大状況を考慮し、この形式での
意見募集とします。

【提出方法】
　１．書面：A４サイズまでの用紙に記入し郵送もしくは持参
　２．Mail：nintei@town.kawai.nara.jp
　３．FAX：５６－４００２
　　　それぞれ、住所・氏名・年齢・連絡先を記入し、２月１８日（金）（郵送は消印有効）までに提出してください。

【提出・問い合わせ】
　旧第三小学校跡地利活用検討及び公共施設再配置計画推進室　☎内線１９９

※ご意見は、「旧河合第三小学校改修基本・実施設計」の検討目的以外の用途には利用しません。　
※個人情報は、「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」「河合町個人情報保護条例」に基づき、適
切に取り扱うとともに、上記目的以外では使用しません。

◆転用の 3つのメリット
①町のほぼ中央に位置している
②耐震改修済みで安心安全
③高台で災害被害が少ない

◆想定している複合的機能
•公民館・体育館機能
•高機能な避難所
•地域や多世代交流の場
•生涯学習や歴史文化振興の拠点

◆主な改修予定
•空調設備　•自家発電機　•多目的トイレ
•バリアフリー化（エレベーター等）
•照明設備　•Wi-Fi 環境

パブリックコメント募集！（複合施設への意見）パブリックコメント募集！（複合施設への意見）

ご意見募集しますご意見募集します

※交流ゾーンのイメージ

校舎

校舎

校舎
体育館

※旧河合第三小学校利活用配置案

歴史・文化財の拠点
多世代交流の拠点

生涯学習の拠点

地域活動ゾーン

交流ゾーン

グラウンド
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　令和 2年 3月末で廃校となった旧河合第三小学校の利活用として、中央公民館・町立体育館の転用とともに、
高機能な避難所とする構想を描き、現在、設計を進めています。
　この施設を、たくさんの町民が集い、より利用しやすい施設とするために、町民の皆さまから、計画にあたっ
てのご意見やご要望をお寄せください。
　２月からこの内容でタウンミーティング実施の予定でしたが、
１月中旬からの新型コロナ感染拡大状況を考慮し、この形式での
意見募集とします。

【提出方法】
　１．書面：A４サイズまでの用紙に記入し郵送もしくは持参
　２．Mail：nintei@town.kawai.nara.jp
　３．FAX：５６－４００２
　　　それぞれ、住所・氏名・年齢・連絡先を記入し、２月１８日（金）（郵送は消印有効）までに提出してください。

【提出・問い合わせ】
　旧第三小学校跡地利活用検討及び公共施設再配置計画推進室　☎内線１９９

※ご意見は、「旧河合第三小学校改修基本・実施設計」の検討目的以外の用途には利用しません。　
※個人情報は、「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」「河合町個人情報保護条例」に基づき、適
切に取り扱うとともに、上記目的以外では使用しません。

◆転用の 3つのメリット
①町のほぼ中央に位置している
②耐震改修済みで安心安全
③高台で災害被害が少ない

◆想定している複合的機能
•公民館・体育館機能
•高機能な避難所
•地域や多世代交流の場
•生涯学習や歴史文化振興の拠点

◆主な改修予定
•空調設備　•自家発電機　•多目的トイレ
•バリアフリー化（エレベーター等）
•照明設備　•Wi-Fi 環境

パブリックコメント募集！（複合施設への意見）パブリックコメント募集！（複合施設への意見）

ご意見募集しますご意見募集します

※交流ゾーンのイメージ

校舎

校舎

校舎
体育館

※旧河合第三小学校利活用配置案

歴史・文化財の拠点
多世代交流の拠点

生涯学習の拠点

地域活動ゾーン

交流ゾーン

グラウンド

馬見丘陵公園から竹取公園へクイズラリー

歳末夜間特別警戒
～河合町の安全は、
　　住民の手で守られています～

河合町イングリッシュプログラム２０２１を開催
～セブ島にエールを！～

　１２月２１・２２日、河合町と広陵町の
小学生を対象に、畿央大学学生発案の「竹
馬クイズラリー」が実施されました。参加
者は、馬見丘陵公園をスタートしクイズに
解答しながらゴールの竹取公園をめざしま
した。クイズは、河合町や広陵町、公園に
関すること。「このクイズ分からない…」と
ヒントを探し、「分かった♪」と次の問題へ。
ゴールでは、学生が作ったアーチの前でパ
シャッ！と記念撮影をしました。約１時間
の頭と体の運動になりました。

　１２月２７日（月）～３０日（木）、町内各地で歳末夜間
特別警戒が行われました。地域の防火防犯の強化を目的
に、消防団の夜警に加え、自主防犯会や大字・自治会に
よる防犯防災パトロールも行いました。寒い中、地域の
ために活動していただきありがとうございました。

　１２月２４日、町内中学生向けにフィリピンのセブ島
にオンライン留学を予定していましたが、セブ島が台風
により甚大な被害を受けたため、オンライン留学はでき
ませんでした。そこで、当町ＡＬＴのレッスンやＳＤＧ
ｓ学習の後、生徒達はセブ島の実際の被害映像と英語の
説明を視聴し、被災地の復興を応援するために、英語で
メッセージと皆の想いを寄せ書きしたランプシェードを
作りました。メッセージとランプシェードは後日セブ島
に届けられます。英語を聞く時間、話す時間が沢山あり、
英語漬けの一日となりましたが、英語を学ぶだけでなく、
英語で世界と繋がること、世界に貢献することを実感で
きました。
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常と
き
わ盤  

繁し
げ
の
り範  

議
員

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）に
つ
い
て

問 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
）は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
関
す
る
情

報
や
緊
急
地
震
速
報
、
津
波
警
報
、
気
象

警
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
及

び
地
上
回
線
を
通
じ
て
全
国
の
都
道
府
県
、

市
町
村
等
に
送
信
し
、
市
町
村
防
災
行
政

無
線
等
を
自
動
起
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
手
を
介
さ
ず
瞬
時
に
住
民
等
に
伝
達
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
伝
達
さ
れ
る
区
分
は
何
区
分
で
す
か
。

答 
国
民
保
護
情
報
、
緊
急
地
震
速
報
、
震

度
速
報
、
気
象
情
報
の
４
区
分
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　

問 

区
分
に
よ
っ
て
警
告
音
が
違
う
は
ず
で

す
が
、
周
知
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練
、
仕
組
み
に
つ
い

て
は
広
報
で
周
知
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

状
況
に
応
じ
た
警
告
音
の
周
知
は
し
て
い

な
い
の
で
、
今
後
、
周
知
徹
底
し
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　

問 

公
共
施
設
で
の
伝
達
に
つ
い
て
は
。

答 

戸
別
受
信
器
を
中
央
公
民
館
は
事
務

所
、
町
民
体
育
館
は
体
育
フ
ロ
ア
、
小
中

学
校
は
職
員
室
、
私
立
中
学・
高
校
は
事
務

室
に
そ
れ
ぞ
れ
１
台
設
置
。
本
庁
舎
へ
は

災
害
対
策
本
部
で
あ
る
、
安
心
安
全
推
進

課
へ
１
台
。
出
張
所
に
は
未
設
置
で
す
。

問 

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
兼

ね
て
よ
り
大
雨
を
想
定
し
た
音
源
を
合
わ

せ
て
、
実
際
に
録
音
し
た
音
源
を
確
認
い

た
だ
き
、
屋
内
で
は
警
告
音
は
聞
き
取
れ

ま
す
が
、
説
明
区
分
は
聞
き
取
り
に
く
い

こ
と
は
一
緒
に
確
認
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
、

屋
内
の
設
置
箇
所
、
設
置
数
が
不
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
本
庁
舎
内
す
べ
て
に
戸
別
受
信
器
の
音

が
い
き
わ
た
り
、
役
場
職
員
が
即
時
対
応

で
き
る
よ
う
に
。
出
張
所
に
も
設
置
。
広

域
避
難
所
で
あ
る
小
中
学
校
体
育
館
に
も

避
難
さ
れ
た
方
々
の
パ
ニ
ッ
ク
を
防
ぐ
た

め
設
置
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答 

迅
速
な
情
報
共
有
と
し
て
効
果
的
だ
と

考
え
ま
す
の
で
、
増
設
に
向
け
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
安
心
安
全
推
進
課
）

〇
そ
の
他

・�

町
内
の
私
立
中
学・
高
校
と
の
災
害
時
の

具
体
的
な
支
援
協
定
締
結
を
。

・�

総
務
省「
公
務
員　

心
の
健
康
調
査
」実

施
を
通
し
て
、
喫
煙
職
員
の
自
席
か
ら

の
離
席
の
上
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
繰
り

返
す
こ
と
に
対
し
て
、
非
喫
煙
者
は
不

平
等
な
職
場
環
境
。
非
喫
煙
者
こ
そ
離

席
の
上
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
環
境

整
備
を
。

・�

か
が
や
き
の
森
こ
ど
も
園
の
お
む
つ
、

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
。

な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

佐さ

藤と
う  

利と
し
治は
る  

議
員

男
性
の
育
休(

産
休)

に
つ
い
て

問 

６
月
衆
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
さ
れ

た「
改
正
育
児・介
護
救
護
法
」に
つ
い
て
河

合
町
で
の
取
組
と
現
状
、
ま
た
現
状
を
踏

ま
え
て
、
育
休
取
得
率
を
ど
う
上
げ
て
い

き
ま
す
か
。

答 

令
和
２
年
度
に
２
名
の
対
象
職
員
が

い
ま
し
た
が
取
得
し
た
職
員
は
い
ま
せ
ん
。

国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
条
例
等
を
順
次
整

備
し
た
上
で
、
出
産
や
育
児
に
関
す
る
休

暇
制
度
の
周
知
を
図
り
、
取
得
率
の
向
上

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
（
総
務
部
）

問 

河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
の
重
点
施
策
の
一
つ

に「
子
育
て・子
育
ち
環
境
の
充
実
」と
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
職
員
か
ら
民
間
の

お
手
本
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
先
日
の
50
周

年
の
式
典
の
中
で「
だ
か
ら
私
は
、
こ
の
町

で
子
育
て
す
る
事
を
決
め
た
」と
の
素
晴
ら

し
い
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

言
わ
れ
る
よ
う
に
し
ま
せ
ん
か
。

答 

ま
ず
は
職
場
環
境
、
大
変
な
と
き
に

助
け
合
え
る
体
制
作
り
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育

ち
環
境
を
作
る
の
は
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で

は
な
く
ソ
フ
ト
面
も
充
実
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
も
開
園
し
、

若
い
世
代
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

役
場
の
中
か
ら
率
先
し
て
検
討
し
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
（
町
長
）

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y

　１２月３日〜１５日、令和３
年第４回河合町議会定例会が行
われ、一般質問では、１１名の
議員が２８項目の質問をしまし
た。抜粋して掲載します。（内
容は当時のものです。）

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y
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K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y

空
き
地
の
雑
草
除
去
に
つ
い
て

問 
町
職
員
の
業
務
の
軽
減
、
経
費
削
減
の

観
点
か
ら
条
例
改
正
を
考
え
る
時
期
と
思

い
ま
す
が
如
何
で
す
か
。

答 

条
例
改
正
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
対
す

る
作
業
の
軽
減
、
経
費
削
減
を
考
慮
し
な

が
ら
、
現
行
条
例
に
お
け
る
強
化
策
な
ど

内
容
を
再
検
証
し
た
上
で
、
こ
の
業
務
の

効
率
性
を
考
え
、
近
隣
自
治
体
の
実
施
例

等
を
調
査
し
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
部
）

飼
い
犬
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

問 

犬
の
尿
に
よ
り
町
の
財
産
が
失
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
標

識
柱
な
ど
が
犬
の
マ
ー
キ
ン
グ
に
よ
り
倒

れ
、
重
大
な
事
故
が
起
こ
る
事
が
考
え
ら

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
か
。

答 

飼
い
犬
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
広
報
を

通
じ
て
の
啓
発
、
条
例
に
は
飼
い
主
の
遵

守
事
項
に
犬
の
尿
に
よ
り
公
共
の
場
所
を

汚
し
た
場
合
、
水
な
ど
で
適
正
に
処
理
す

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
罰

則
に
つ
い
て
は
、
軽
犯
罪
法
が
あ
る
の
で

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
細
か
い
具
体
的
な
内

容
も
含
め
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
部
）

中な
か
や
ま山  

義よ
し
ひ
で英  

議
員

未
登
記
道
路
等
に
つ
い
て

問 

町
が
道
路
用
地
と
し
て
寄
附
や
買
収
等

に
よ
り
譲
り
受
け
た
土
地
の
一
部
で
、
未

だ
に
町
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
が
行
わ
れ

ず
、
未
登
記
道
路
と
し
て
個
人
名
義
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
土
地
は
何
筆・何
㎡
あ
る
の

か
。

答 

未
登
記
の
土
地
は
１
４
７
筆
、
面
積

１
２
，４
３
６
㎡
で
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

問 

道
路
用
地
で
あ
れ
ば
、
固
定
資
産
税
は

非
課
税
扱
い
に
な
る
が
、
移
転
登
記
が
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
個
人
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
た
状
態
の
土
地
は
何
筆
あ
る

の
か
。
ま
た
、
何
十
年
も
前
か
ら
誤
っ
て

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
た
方
へ
の

還
付
は
、
何
年
間
分
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地

は
17
筆
。
今
後
の
対
応
は
弁
護
士
と
も
相

談
し
ま
す
が
、
地
方
税
法
の
規
定
で
は
５

年
間
分
し
か
返
還
で
き
ま
せ
ん
。 （
税
務
課
）

問 

道
路
以
外
の
学
校
や
集
会
所
等
の
公
共

施
設
で
、
道
路
と
同
様
に
個
人
名
義
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
土
地
は
あ
る
の
か
。

答 

城
古
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
、
市
場
集
会
所
、
第
一
小
学
校
、
第

一
中
学
校
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
管
財
課
）

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

問 

イ
オ
ン
の
跡
地
は
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物

が
建
て
ら
れ
る
商
業
地
域
で
あ
り
、
現
状

で
は
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル・
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
の

風
俗
施
設
も
建
て
ら
れ
る
が
、
風
俗
施
設

等
の
建
築
行
為
を
制
限
す
る
に
は
、「
用
途

地
域
」の
変
更
や「
地
区
計
画
」の
設
定
以
外

の
方
法
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
地
区

計
画
を
設
定
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答 

他
に
方
法
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
地

区
計
画
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
地
区
の
住

民・
行
政・
土
地
所
有
者
の
三
者
で
協
議
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

問 

奈
良
県
公
表
の「
地
価
調
査
」で
、
令

和
３
年
７
月
１
日
時
点
の
広
瀬
台
２
丁
目

の
地
価
は
、
前
年
度
に
比
べ
３・
５
％
下
落

し
、
県
下
２
１
２
の
調
査
地
点
の
中
で
上

か
ら
７
番
目
に
高
い
下
落
率
と
な
っ
た
。

坪
単
価
で
は
１
年
間
で
９
，２
４
０
円
下
落

し
て
い
る
事
に
な
る
が
、
町
長
は
ど
の
よ

う
に
受
止
め
て
い
る
の
か
。

答 

河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
に
基
づ
く
公
共
施
設

の
再
編・
教
育
の
町・
子
育
て
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 （
町
長
）

問 
住
宅
地
の
地
価
が
大
幅
に
下
落
す
る
中

で
、
町
長
は「
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
」が
で

き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

答 

町
民
の
命
を
守
る
事
を
第
一
に
考
え
、

県
と
も
重
要
課
題
の
検
討
会
議
も
行
っ
て

お
り
し
っ
か
り
実
行
す
る
こ
と
が
、
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

(

町
長)

大お
お
に
し西  

孝た
か
ゆ
き幸  

議
員

奈
良
県
及
び
河
合
町・
広
陵
町
と
の
包

括
協
定
に
つ
い
て

問 

大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推

進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
令
和
３
年

11
月
２
日
に
奈
良
県
及
び
河
合
町・広
陵
町

と
の
三
者
に
お
い
て
不
毛
田
川
流
域
に
お

け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
包
括
協

定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
計
画・
検
討

中
の
不
毛
田
川
内
水
対
策
事
業
と
の
関
係

に
つ
い
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

答 

11
月
２
日
に
締
結
し
た
不
毛
田
川
流

域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る

包
括
協
定
に
つ
い
て
は
、
不
毛
田
川
流
域

の
貯
水
機
能
の
向
上
に
関
し
て
、
流
域
と

な
る
本
町
及
び
広
陵
町
が
連
携
し
、
一
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
協
定
の
主
た
る
目
的
と
な
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
貯
留
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
本
町
の
実
績
に
お
い
て
、
目

標
基
準
は
満
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

不
毛
田
川
流
域
の
内
水
対
策
事
業
を
優
先

的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
国
民
健
康
保

険
証
に
つ
い
て

問 
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
個
人
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
始
ま
り
、
国
に
お
い
て
付
加

機
能
が
追
加
さ
れ
つ
つ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
付
加
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
と
あ
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
保
険
証
と
し
て
使
用
で
き

る
の
は
全
国
の
医
療
機
関
の
５・
８
％
に
満

た
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
質
問
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
国
民
健
康
保
険
証
の
取
得・喪
失
に
つ

い
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

答 

令
和
３
年
10
月
20
日
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て

い
る
医
療
機
関
、
薬
局
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
が
、
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
医
療
機

関
な
ど
の
数
が
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状

で
す
。
こ
れ
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
未
導
入
の
医
療
機
関
で
は
、
引
き

続
き
、
健
康
保
険
証
の
提
示
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
者
が
変
更
と
な
っ
た
場
合

の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
取
得
、
資
格
喪

失
の
手
続
き
は
、
従
来
ど
お
り
、
国
民
健

康
保
険
の
窓
口
に
異
動
届
を
提
出
す
る
流

れ
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課
）

馬ば

ば場  

千ち

え

こ
惠
子  

議
員

ご
み
収
集
と
ご
み
の
減
量
化

問 

ご
み
出
し
は
住
民
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
提
案
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
①�

燃
や
す
ご
み
、
袋
に
入
る
燃
や
さ
な

い
ご
み
は
週
１
回
、
戸
別
収
集

　
②�

カ
ン
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
月
２

回
、
戸
別
収
集

　
③�
大
型
ご
み
は
現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
月
１
回

　
④�

回
収
車
が
入
り
に
く
い
地
域
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
等
で
対
応

　
住
民
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
は
自

治
体
と
し
て
の
責
務
だ
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
お
考
え
で
す
か
？

　
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

の
回
収
に
出
す
な
ど
資
源
と
し
て
再
利
用

で
き
る
も
の
は
分
別
を
強
化
す
る
。
こ
れ

ら
は
、
一
人
ひ
と
り
の
努
力
で
出
来
る
こ

と
で
か
な
り
有
効
で
す
。
ま
た
、
生
ご
み

の
た
い
肥
化
、
落
ち
葉
で
の
腐
葉
土
づ
く

り
、
ご
み
と
し
て
捨
て
る
も
の
を
活
用
し

て
町
内
の
緑
化
に
役
立
て
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

答 

ご
み
収
集
場
所
へ
の
持
ち
出
し
が
困

難
な
世
帯
は
、
ま
ご
こ
ろ
収
集
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ご
み
収
集
の
提
案
に
つ
き
ま

し
て
は
、
収
集
業
務
の
体
制
、
特
に
人
材
、

車
両
を
増
や
す
な
ど
経
費
が
か
か
る
こ
と

か
ら
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
生
ご
み
の

た
い
肥
化
な
ど
効
果
的
か
ど
う
か
実
施
自

治
体
の
実
例
等
を
調
査
し
研
究
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
環
境
部
）

安
心
安
全
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

問 

学
校
給
食
の
パ
ン
に
使
用
す
る
小
麦
粉

か
ら
農
薬
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
た

こ
と
は
以
前
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
農
薬
入
り
の
給
食
の
提
供

を
続
け
て
い
る
事
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
？
米
粉
パ
ン
の
米
粉
の
産

地
は
ど
こ
で
す
か
？

　
和
歌
山
県
海
南
市
で
は
地
元
小
麦
で
安

全
な
給
食
パ
ン
を
子
ど
も
た
ち
に
と
小
麦

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
河
合
町

で
も
小
麦
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
お
考
え
で
し
ょ

う
か
？

答 

小
麦
粉
は
奈
良
県
給
食
会
か
ら
購
入

し
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
奈
良
県
産
の
小

麦
粉
は
10
％
の
使
用
で
す
。
Ｊ
Ａ
と
協
議

中
で
国
産
50
％
を
目
標
に
、
１
０
０
％
に

む
け
て
奈
良
県
学
校
給
食
会
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
米
粉
は
57・

６
％
が
奈
良
県
産
で
他
は
海
外
で
す
。

　

小
麦
の
栽
培
に
つ
い
て
は
米
を
植
え
る

時
期
、
収
穫
と
重
な
る
こ
と
や
製
粉
す
る

に
あ
た
り
多
く
の
過
程
が
必
要
と
な
り
、

費
用
の
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考

え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

谷た
に
も
と本  

昌ま
さ
ひ
ろ弘  

議
員

問①�

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
使
用
時
の
光
熱
水
費

は
適
正
で
す
か
？
水
道
の
量
水
器
及
び

電
気
メ
ー
タ
ー
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

か
？
深
夜
２
時
３
時
４
時
頃
ま
で
煌
々

と
電
気
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
賃
貸

料
は
契
約
さ
れ
て
い
る
が
電
気
代
、
水

道
代
は
い
く
ら
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す

か
？

②�

町
の
借
金
１
２
７
億
円
あ
り
ま
す
が
今

後
計
画
を
立
て
て
毎
年
借
金
を
返
済
し

ま
せ
ん
か
？
毎
年
３
億
円
返
済
し
て
も

43
年
か
か
り
ま
す
。
子
や
孫
に
ま
で
負

の
遺
産
を
先
送
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

③�

役
場
内
の
庭
園
の
手
入
れ
は
い
つ
行
う

の
で
す
か
？
内
外
に
誇
れ
る
役
場
内
の

日
本
庭
園
。
財
政
の
都
合
か
長
ら
く
手

入
れ
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
雑
木
や

雑
草
が
大
き
く
茂
っ
て
本
来
の
景
観
が

影
を
潜
め
て
い
ま
す
。
庭
園
に
滝
が
有

る
事
を
ご
存
知
の
方
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
滝
を
復
活
さ
せ
て
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。
池
の
水
を
ポ
ン
プ
で

汲
み
上
げ
る
だ
け
で
再
現
で
き
ま
す
。
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一
級
品
ば
か
り
で
造
ら
れ
て
い
る
庭
園

少
し
の
手
入
れ
で
蘇
り
ま
す
。
町
お
こ

し
の
起
爆
剤
、
河
合
町
の
顔
に
な
る
事

ま
ち
が
い
な
い
で
し
ょ
う
。

答①�

町
有
財
産
の
有
効
活
用
の
一
端
で
秋
か

ら
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
量

水
器
は
有
る
が
電
力
計
は
有
り
ま
せ
ん
。

電
気
代
、
水
道
代
両
方
で
月
額
約
１
２
，

０
０
０
円
で
す
が
、
今
後
は
使
用
料
の

妥
当
性
の
観
点
か
ら
電
力
計
設
置
方
向

で
進
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
管
財
課
）

②�

負
債
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
福

祉
や
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
町
債
を

発
行
し
、
文
化・
福
祉・
教
育
施
設
を
は

じ
め
、
道
路・
公
園・
下
水
道
な
ど
の
都

市
基
盤
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
き
た

こ
と
、
ま
た
土
地
開
発
公
社
解
散
に
伴

う
三
セ
ク
債
を
借
り
入
れ
た
事
が
大
き

な
要
因
で
す
。
今
回
の
財
政
健
全
化
計

画
を
着
実
に
実
施
す
れ
ば
町
債
の
残
高

が
減
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

子
や
孫
に
そ
う
い
う
不
安
は
一
時
で
も

早
く
払
拭
す
る
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
町
長
、
財
政
課
）

③�

河
合
町
の
顔
と
も
言
え
る
様
な
立
派
な

庭
園
で
す
。
で
き
れ
ば
皆
さ
ま
方
に
議

論
と
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
予
算
化
を

し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
副
町
長
）

長は

せ谷
川が
わ  

伸し
ん
い
ち一  

議
員

今
後
の
教
育
行
政
全
般
に
つ
い
て

問 

３
期
目
教
育
大
綱
策
定
に
あ
た
り
、
教

育
長
が
新
た
に
考
え
て
い
る
教
育
理
念
と

基
本
方
針
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
ど
も
園
が
開
園
し
て
２
年
目
、

幼
児
教
育
の
基
本
方
針
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

答 

現
在
策
定
中
で
教
育
委
員
会
、
総
合
教

育
会
議
を
経
て
年
度
内
に
お
示
し
し
ま
す
。

１
プ
ラ
ス
15
カ
年
教
育
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。
母
親
の
お
な
か
に｢

い
の
ち｣

が
宿

る
時
か
ら
15
歳
の
義
務
教
育
終
了
ま
で
産

前
、
就
学
前
教
育
、
小
学
校
低・
高
学
年

期
、
義
務
教
育
最
終
中
学
校
期
と
、
系
統

立
て
た
学
び
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
０
歳
～
３
歳
ま
で
は
心
身
と

も
急
激
に
成
長
す
る
時
期
で
あ
り
、
安
心

で
き
る
育
児
、
夫
婦
共
同
の
育
児
、
そ
し

て
親
子
で
楽
し
む
子
育
て
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
幼
児
期
に
お
い
て
は
親

子
の
き
ず
な
を
構
築
し
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
確
立
を
図
る
こ
と
が
大
切
。
小
一
プ

ロ
ブ
レ
ム
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
幼
稚

園
保
育
所
及
び
認
定
こ
ど
も
園
と
小
学
校

の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
子
ど
も
の
学
び

の
連
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

問 

近
年
乳
幼
児
の
数
が
減
少
、
10
年
後
今

の
減
少
推
移
で
す
と
現
行
２
つ
の
小
中
連

携
教
育
に
支
障
が
出
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
構
想
を
お
持
ち
で
す
か
。

答 

将
来
的
に
10
年
ス
パ
ン
で
見
た
と
き
に

は
、
中
学
校
は
１
つ
で
も
い
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

(

教
育
長)

す
な
ま
る
号・町
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

問 

イ
オ
ン
西
大
和
店
が
閉
店
後
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
域
の
住
民
は
買
い
物
に
非
常
に

困
っ
て
い
ま
す
。
イ
オ
ン
跡
地
の
今
後
の

計
画
の
概
要
が
少
し
見
え
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
ス
ー
パ
ー
な
ど
が
で
き
る
の
は
２
、

３
年
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
西
山
台
の

ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
行
く
の
に
現
在
の

北
ル
ー
ト（
豆
山
の
郷
→
市
場
→
泉
台
→
大

輪
田
駅
→
広
瀬
台
公
園
→
豆
山
の
郷
）で
広

瀬
台
公
園
の
次
に
西
山
台
に
新
し
く
停
留

す
れ
ば
解
決
す
る
と
思
い
ま
す
。
簡
単
な

解
決
策
で
す
の
で
至
急
検
討
し
て
１
日
で

も
早
く
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

答 

頂
い
た
ご
提
案
も
踏
ま
え
て
、
今
後
も

す
な
丸
号
の
利
便
性
を
向
上
す
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
管
財
課
）

こ
れ
ら
の
質
問
以
外
に　

「
公
共
施
設
再
編
計
画
に
関
し
て
」「
県
か
ら

の
財
政
支
援
を
得
る
た
め
の
町
の
財
政
健

全
化
計
画
に
つ
い
て
」の
２
点
質
問
し
ま
し

た
。

西に
し
む
ら村  

潔き
よ
し  

議
員

奈
良
県
と
河
合
町
と
の
財
政
健
全
化
の

推
進
に
関
す
る
覚
書
に
つ
い
て

問 

財
政
健
全
化
の
推
進
に
関
す
る
覚
書
が

奈
良
県
と
締
結
さ
れ
ま
し
た
が
、
計
画
案

策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

答 

財
政
健
全
化
計
画
の
案
を
今
年
度
中
に

公
表
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
財
政
課
）

問 

検
討
項
目
の
中
で
歳
出　
①
経
常
経
費

適
正
化
、
②
投
資
的
経
費
平
準
化
、
③
資

産
運
営
効
率
化
等
、　
歳
入　
①
税
徴
収
強

化
、
②
資
産
運
用
、
税
源
涵
養
等
の
検
討

を
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。
そ
の
基
準

及
び
計
画
策
定
の
ど
の
部
分
に
対
し
て
奈

良
県
の
支
援
を
受
け
ま
す
か
。

答 

奈
良
県
と
の
合
同
勉
強
会
で
課
題
の
抽

出
や
具
体
的
な
改
善
方
法
を
検
討
す
る
な

ど
の
支
援
に
加
え
、
財
政
支
援
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政
支
援

の
条
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
の
経

常
収
支
比
率
を
令
和
元
年
度
比
で
５
％
以

上
引
き
下
げ
る
計
画
を
策
定
し
具
体
的
取

組
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
既
発
行
債
を

借
換
え
る
た
め
の
県
資
金
に
よ
る
無
利
子

貸
付
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
財
政
課
）

問 

計
画
の
策
定
は「
議
会
の
了
承
」を
得

ら
れ
る
こ
と
を
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

計
画
策
定
は
議
会
と
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
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す
か
。
そ
の
場
合
住
民
と
の
調
整
を
ど
の

よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

答 

計
画
案
を
議
会
に
説
明
し
、
ご
理
解
を

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
に
公
表
し
、
具
体
的
な
取

り
組
み
の
実
施
段
階
に
あ
た
っ
て
、
事
前

に
十
分
な
説
明
を
行
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
た
い
。 （
財
政
課
）

問 

奈
良
県
は
財
政
支
援
を
実
施
す
る
と
あ

る
が
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
一
定
の
合
意

が
で
き
て
い
ま
す
か
。

答 

財
政
状
況
を
改
善
さ
せ
る
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
は
一
定
の
合
意
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
本
年
10
月
19
日
に
奈
良
県
と
財
政

健
全
化
の
推
進
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し

ま
し
た
。
今
回
見
直
し
た
計
画
に
お
い
て
、

経
常
収
支
比
率
を
改
善
さ
せ
る
財
政
支
援

の
条
件
の
達
成
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
現
在
、
奈
良
県
と
財
政
支
援
の
実

施
に
向
け
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。（

財
政
課
）

杦す
ぎ
も
と本  

光み
つ
き
よ清  

議
員

県
と
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
覚
書
に

つ
い
て

問 

町
長
は
、
財
政
の
再
建
、
健
全
化
を

待
っ
た
な
し
の
緊
急
課
題
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
中
、
奈
良
県
と
締
結
し
た「
覚

書
」の
概
要
及
び
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

答 

令
和
３
年
10
月
19
日
に
、「
奈
良
県
と
河

合
町
と
の
財
政
健
全
化
の
推
進
に
関
す
る

覚
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
覚
書
は
、

令
和
元
年
度
の
決
算
に
お
い
て
、
奈
良
県

か
ら
本
町
の
財
政
状
況
に
対
し
て
、「
重
症

警
報
」が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
奈
良
県
と
本
町
が
財
政
状
況
の
改
善

及
び
将
来
に
わ
た
る
財
政
運
営
の
健
全
化

を
図
る
た
め
連
携・
協
力
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
締
結
し
た
も
の
で
す
。
奈
良
県

は
、
本
町
と
合
同
勉
強
会
を
開
催
し
、
財

政
状
況
を
改
善
さ
せ
る
方
策
を
検
討
す
る

な
ど
の
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
財
政
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

庁
内
に
お
い
て
は
、
検
討
会
議
を
継
続

的
に
開
催
し
、
ま
た
中
堅・
若
手
職
員
に
よ

る
行
財
政
改
革
検
討
会
議
な
ど
で
、
健
全

化
に
向
け
た
議
論・
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
覚
書
の
締
結
を
契
機
と
し
た
奈

良
県
と
合
同
勉
強
会
で
の
検
討
な
ど
の
支

援
も
受
け
な
が
ら
、
こ
の
た
び「
財
政
健
全

化
計
画
」の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
奈
良
県
と
財
政
支
援
の
実
施
に
向
け

て
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

坂さ
か
も
と本  

博ひ
ろ
み
ち道  

議
員

人
口
動
態
と
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

問 

10
年
間
比
較
で
人
口
増
と
な
っ
て
い

る
大
字（
池
部
１・
２
、
山
坊
）の
特
徴
、
転

入
、
転
出
の
特
徴
は
ど
う
か
。
こ
ど
も
園

は
転
入
者
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
て
い

る
か
、
定
員
増
の
検
討
を
。
教
育
環
境・
健

康
へ
の
支
援
の
充
実
を（・
35
人
学
級
を
中

学
校
ま
で・
給
食
費
の
無
料
化・
医
療
費
窓

口
負
担
軽
減
を
高
校
生
ま
で・
国
保
の
均

等
割
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、
国
保
基
金

４
億
円
を
活
用
し
18
歳
ま
で
免
除
を
）。

答 

ミ
ニ
開
発
に
よ
る
転
入
増
が
人
口
増

の
要
因
。
転
入
で
は
、
ア
パ
ー
ト
、
新
築

戸
建
が
多
く
、
住
宅
が
供
給
さ
れ
る
と
選

択
さ
れ
る
魅
力
は
あ
る
。
令
和
３
年
度
転

入
予
定
で
入
園
は
17
名
。
定
員
は
人
員
配

置
等
を
考
慮
し
て
い
ま
す
が
、
急
な
増
加

が
見
込
め
れ
ば
拡
大
は
可
能
。
中
学
校
35

人
学
級
は
教
科
担
任
確
保
な
ど
難
し
い
で

す
。
高
校
ま
で
の
医
療
費
負
担
軽
減
は
約

４
６
０
人
、
９
０
０
万
円
必
要
。
国
保
均

等
割
18
歳
ま
で
免
除
で
は
約
１
８
０
人
、

４
２
３
万
円
の
追
加
負
担
必
要
。
令
和
６

年
の
国
保
県
単
位
化
も
あ
り
難
し
い
。
少

子
化
対
策
は
担
当
部
で
協
議
し
た
い
で
す
。

（
政
策
調
整
課
、
教
育
委
員
会
、
福
祉
部
）

財
政
問
題
に
つ
い
て

問 
公
債
費
年
２
億
３
千
万
円
を
先
送
り
し

た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
ま
だ
厳
し
い
状

況
。
県
と
の「
覚
書
」、
新
た
な
財
政
健
全

化
計
画
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
内

容
、
目
標
、
住
民
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答 

今
回
見
直
し
た「
計
画
」で
は
、
経
常

収
支
比
率
を
５
年
間
で
、
令
和
元
年
度
比

５
％
削
減
を
め
ざ
し
、
県
の
支
援
を
受
け

ま
す
。
下
水
道
使
用
料
改
正
や
公
共
施
設

の
休
止
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、
住
民
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
す
。
こ
の
計
画
で
、
町
を
活
性
化
さ
せ

る
施
策
を
実
施
で
き
る
柔
軟
な
行
財
政
基

盤
を
作
り
た
い
で
す
。　
　
　
　
（
財
政
課
）

教
育
に
つ
い
て

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教
育
」の
た

め
、
教
育
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」と
は
何
か
。

課
題
は
何
か
。
教
師
へ
の
支
援
体
制
は
進

ん
で
い
る
か
。

答 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
個
別
最

適
化
さ
れ
た
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を

実
現
す
る
。
令
和
３
年
度
を
準
備
、
校
内

活
動
期
間
と
し
、
令
和
４
年
３
月
頃
を
め

ど
に
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。
各
校
に
週
一
回

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
。
授
業

の
サ
ポ
ー
ト
や
先
生
の
相
談
、
夏
休
み
を

利
用
し
て
教
職
員
の
研
修
な
ど
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y
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岡お
か
田だ  

康や
す
の
り則  

議
員

河
合
町
内
の
学
校
教
育
と
町
内
学
校
施

設
の
改
善
に
つ
い
て

問①�

河
合
町
の
財
政
疲
弊
の
軽
減
と
人
口
増

加
が
町
の
目
標
で
す
が
町
長
の
河
合
愛

Ａ
Ｉ
構
想
で
小
中
連
携
を
謳
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
何
も
動
き
が
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
県
内
で
も
珍
し
く
町
内
小
中
学
校

が
隣
接
し
て
い
ま
す
の
で
、
ギ
ア
を
上

げ
て
小
中
一
貫
校
を
め
ざ
せ
ば
教
育
の

河
合
町
の
特
色
と
な
り
人
口
増
加
と
な

り
財
政
に
も
寄
与
が
あ
り
ま
す
。

②�

第
一
中
学・
第
二
中
学
の
外
壁
劣
化
が
深

刻
で
す
。
危
険
と
思
わ
れ
る
棟
か
ら
改

修
さ
れ
た
ら
如
何
で
す
か
？
第
二
小
学

校
の
使
用
し
て
い
な
い
旧
プ
ー
ル
で
児

童
が
落
水
人
身
事
故
が
発
生
す
る
前
に

解
体
有
効
利
用
を
早
急
に
お
願
い
し
ま

す
。

③�

財
政
厳
し
い
で
す
が
、
改
修
調
査
費・

プ
ー
ル
除
去
調
査
費
を
計
上
し
て
町
の

や
る
気
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

答①�

河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
の
重
点
施
策
と
し
て
、

小
中
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
、
小
中
学
校
が
そ

れ
ぞ
れ
２
校
ず
つ
と
な
り
、
ま
た
立
地

も
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
し
て
お
り
小
中
連
携

を
図
る
上
で
、
好
条
件
と
な
り
ま
し
た
。

教
職
員
同
士
の
合
同
研
修
や
児
童
生
徒

の
交
流
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
英
語

教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
そ
し
て
学
力
向

上
に
つ
い
て
小
中
連
携
を
管
理
職
と
一

緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
最

大
９
年
間
、
見
守
り
、
指
導
が
で
き
る

体
制
を
小
中
一
貫
校
を
見
据
え
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

②�

第
一
中
学
校
は
昭
和
42
年
建
築
で
54
年

経
過
し
て
お
り
、
第
二
中
学
校
は
昭
和

49
年
建
築
で
47
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
に
か
け

て
耐
震
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
が
、

中
学
校
２
校
と
も
に
劣
化
に
よ
る
、
安

全
面
、
機
能
面
へ
の
影
響
を
考
え
必
要

に
応
じ
、
適
宜
改
修
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

③�

第
二
小
学
校
の
旧
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
取
り
壊
し
て
教
職
員
の
駐
車
場
に

す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
時
期
に
つ
い
て
は
多
額
の
費
用
が

発
生
し
ま
す
し
、
有
利
な
財
源
の
確
保

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
計
画
的
に
調
整
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

令和３年 第４回（１２月）定例会  議決結果賛否一覧　　　　　　　　　　○…賛成　●…反対

※議長は裁決に加わりません。

議案番号 議　　案　　名

森
光
　
祐
介

常　
盤
　　
繁　
範

梅
野
美
智
代

佐
藤
　
利
治

中
山
　
義
英

坂
本
　
博
道

長
谷
川
伸
一

杦
本
　
光
清

大
西
　
孝
幸

馬
場
千
惠
子

岡
田
　
康
則

西
村

潔

谷
本
　
昌
弘

議決結果

議案第45号 令和３年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第46号 令和３年度河合町国民健康保険特別会計補正予算について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第47号 令和３年度河合町後期高齢者医療制度特別会計補正予算について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第48号 河合町予防接種健康被害調査委員会条例の制定について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)
議案第49号 河合町空家等対策の推進に関する条例の制定について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)
議案第50号 河合町個人情報保護条例の一部改正について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第51号 河合町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第52号 河合町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第53号 河合町国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第54号 奈良広域水質検査センター組合を組織する構成団体数の減少及び規約の変更について ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第55号 令和３年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ※ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案可決(賛10・反2)

承認第13号 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度河合町一般会計補正予算） ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認(賛12・反0)

承認第14号 専決処分の承認を求めることについて（河合町税条例の一部改正） ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認(賛12・反0)

議員発議
第９号 コロナ禍による米価下落対策を求める意見書について ○ ○ ※ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛11・反1)

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y
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広告欄

健康・医療

文化・教育

福祉スポーツ

その他生活・環境

掲載内容は１月２４日時点のものです。新型コロナウイルス感
染症の影響により、延期や中止になる可能性があります。

　次の税等の納期限は２月２８日（月）です。忘れずに納
めてください。
○固定資産税（第４期）
○国民健康保険税（普通徴収・第８期）
○介護保険料（普通徴収・第８期）
○後期高齢者医療保険料（普通徴収・第８期）
　納税は、便利な口座振替をご利用ください。
●問い合わせ　税務課　☎内線１１１・１１３・１７４

納税のお知らせ

●対象者　‌�人間ドックまたは脳ドックのいずれかの検診
で、次の全ての条件に該当する方（ＰＥＴ検
査のみの検診は除く）

　　　　　①�受診時に継続して１年以上国保に加入して
いる方

　　　　　②受診時に満４０歳以上７５歳未満の方
　　　　　③�申請日に国保税を完納している世帯（納期

到来分）
　　　　　④�国保で実施する特定健診を受診していない

方
　　　　　⑤�受診結果を特定健診の資料として使用する

ことに同意いただける方
　　　　　⑥�受診結果を特定健診を受診したとみなし

て、オンライン資格確認システムに連携す
ることに同意いただける方

　　　　　　※検診機関の指定はありません。
●助成額　２万円（２万円未満の場合はその額）
●必要なもの　‌�被保険者証、銀行口座のわかるもの（受

診者名義）、受診結果表、領収書
●問い合わせ　住民福祉課　☎内線１６１

国民健康保険
人間ドック・脳ドック受診料の助成

　Ｊ-Alert（ジェイ・アラート）とは、緊急情報を人工衛
星などを通じて瞬時に伝えるシステムです。地震や他国
のミサイル攻撃などの発生に備え、全国一斉の伝達試験
を行います。当日は大きな音にご注意ください。
●と　き　　　２月１６日（水）　午前１１時頃
●伝達方法　　屋外スピーカー
●問い合わせ　安心安全推進課　☎内線２４２

J-Alert（全国瞬時警報システム）
伝達試験を実施

　国民年金保険料の納付には、口座振替が便利です。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付する
ことにより、月５０円割引される「早割制度」や、現金納
付より割引額が多い「６か月前納」、「１年前納」、「２年前
納」もあり、大変お得です。
　口座振替を希望される方は、納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持参し、ご希望の金融機関また
は年金事務所へ申し出てください。
●問い合わせ　大和高田年金事務所　☎２２－３５３１

国民年金保険料は口座振替がお得
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※�保健センター前の道路はスクールゾーンのため、午前７時３０分～９時までは進入禁止です。
※�乳児相談には母子健康手帳をお持ちください。

健康カレンダー

行　事 対　象 と　き 受付時間 ところ 備　考

成人健康相談 町内在住の成人 ２月１０日（木） 午前１０時
　　～１１時 保健センター

＜内容＞血圧測定・尿検査・個別相
談・栄養相談
＜持ち物＞健康手帳・お薬手帳・健
診結果など

乳幼児相談 町 内 在 住 の 乳 幼
児・妊産婦

２月３日（木）
午前９時１５分
～１０時３０分 保健センター

＜内容＞計測・各相談（栄養・育児・
歯科・授乳）歯科衛生士による歯科
相談

３月１１日（金） ＜内容＞計測・各相談（栄養・育児・
歯科・授乳）助産師による授乳相談

乳児健診 令和３年９・１０
月生まれの児 ２月３日（木） 午後１時３０分

　〜３時 保健センター ※対象児には通知します。
＜持ち物＞母子健康手帳・問診票

１０か月児健診 令和３年３月・４月
生まれの児 ２月３日（木） 午後２時〜３時 保健センター ※対象児には通知します。

＜持ち物＞母子健康手帳・問診票

 虫歯予防検診 令和元年５～８月
生まれの児 ２月１７日（木） 午前９時１５分

　～９時４５分 保健センター ※対象児には通知します。
＜持ち物＞母子健康手帳・問診票

マタニティ相談 町内在住の妊産婦 ３月１１日（金） 午前１１時
　　～１２時 保健センター 助産師による妊婦さんの相談（要

予約）

　対象児には通知しています。期限を過ぎると予診票は
無効となりますので、早めに接種してください。
●対　象　‌�平成２７年４月２日～２８年４月１日生の児
●期　限　３月３１日（木）
●問い合わせ　保健センター　☎５６－６００６

　国民健康保険特定健康診査を受診された方で、生活習
慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善が必要な方
に、特定保健指導利用券を送付しています。
　医師や保健師、管理栄養士などが生活習慣を見直すた
めのアドバイスを行いますので、是非ご活用ください。
●受診方法　‌�特定保健指導が受けられる医療機関に電話

で予約
●費　用　　無料
●受診期限　６月３０日
※�特定保健指導利用券を紛失された場合は、住民福祉課

へ問い合わせてください。
●問い合わせ　住民福祉課　☎内線１６５

　以前送付しているクーポン券の使用期限が延長されま
す。期限が記載されているクーポン券はそのまま使用で
きます。
　また、未使用で紛失された方は再発行可能です。保健
センターへ連絡してください。
●対　象　　‌�昭和３７年４月２日～５４年４月１日生の

男性
●実施方法　‌�抗体検査は、職場の健診や特定健診時や全

国の指定医療機関で受けれらます。
※�くわしくは、クーポン券と同封の案内文で確認してく

ださい。
●問い合わせ　保健センター　☎５６－６００６	  

麻しん風しん混合予防接種第２期
（小学校就学前年度）

●と　き　２月1 ６日（水）
　　　　　午前９時３０分～１１時３０分
●ところ　役場南側駐車場
●対　象　‌�１６歳～６９歳の方（ただし、６５歳～６９

歳の方は、６０歳から６４歳の間に献血経験
がある方に限る）

●問い合わせ　保健センター　☎５６－６００６	  

献血のお知らせ

国民健康保険
特定保健指導を活用しましょう！

風しん抗体検査・定期予防接種
期限延長
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広告欄

　１２月７日（火）に水質検査（全項目）を行ったところ、
すべての検査箇所（佐味田、久美ヶ丘）で水質基準に適合
しており、異状はありませんでした。
●問い合わせ　上下水道課　☎５６－５２１０

水質検査の結果

～対象者拡大！～
　所得制限で支給対象外となっていた世帯や離婚世帯に
対して、児童１人あたり１０万円の特別給付金を支給し
ます。なお、河合町から令和３年９月分の特例給付を受
けている方は申請不要です。
　くわしくは、ホームページで確認してください。
●対象者
　下記に該当する方は申請してください。申請後、審査
を行い支給決定します。
①�公務員で、所属庁から令和３年９月分の特例給付を受

けている、かつ、令和３年９月３０日時点で河合町に
住民票がある方

②�令和３年９月３０日時点で平成１５年４月２日～１８
年４月１日生の児童を監護養育し、かつ、本給付金を
所得制限のため対象外となっていた方

③�令和３年１０月～４年３月３１日生の児童（新生児）を
監護養育し、かつ、本給付金を所得制限のため対象外
となっていた方

④�令和３年９月３０日以降に離婚したため、児童と同居
しているのにもかかわらず臨時特別給付金を受け取れ
ないひとり親家庭の方

※特例給付：所得制限により、本給付金の対象外の方
●申請期間　～３月３１日（木）
※申請期間を過ぎると給付を受けることができません。
●問い合わせ　子育て支援課　☎内線１６８

　新型コロナウイルス感染症の社会的影響により、収入
が減少している子育て世帯に対する給付金の申請期限が
迫っています。対象となる方は、忘れないよう申請して
ください。

【子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分）】
●対　象　①�令和３年度住民税均等割が非課税の子育て

世帯
　　　　　②�新型コロナウイルス感染症の影響により家

計が急変し、①と同様と認められる世帯
●給付額　子ども１人あたり５０，０００円

【乳幼児食育支援特別給付金（公務員等分）】
●支給対象　‌�５月１日時点で町内に住所を有し、５月分

の児童手当(特例給付)を受給している公務
員等

●対象児童　‌�５月分の児童手当(特例給付)の対象児童の
うち、小学校就学前(平成２７年４月２日
以降生まれ)の児童

※公務員等以外の対象者への振り込みは完了しています。　

　くわしくは、ホームページで確認してください。
●問い合わせ　子育て支援課　☎内線１６８

子育て世帯への臨時特別給付金 子育て世帯に対する給付金
～２月２８日（月）まで～

　町内巡回ワゴンすな丸号の広告を募集しています。
　くわしくは、管財課かホームページで確認してください。
●問い合わせ　管財課　☎内線２２９

巡回ワゴンすな丸号
広告募集
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広告欄

　新型コロナウイルス感染症の急激な感染拡大に伴い、
１月２１日（金）より当面の間「つどいの広場」と「一時預
かり」を閉鎖します。
　再開等については、こども園のホームページでお知ら
せします。確認の上ご利用ください。
●問い合わせ　かがやきの森こども園　
　　　　　　　☎５８－２３５０

「つどいの広場」と「一時預かり」

　新型コロナウイルス感染症が長期化する中、さまざま
な困難に直面した方々が、速やかに生活・暮らしの支援
を受けられるよう、住民税非課税世帯等に対する臨時特
別給付金を給付します。なお、現在、給付に向けた準備
を進めています。申請方法等については、決定次第、広
報紙やホームページ等でお知らせします。
　また、内閣府では国民向けの一般的な制度概要につい
て説明する「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付
金コールセンタ－」を開設しています。
●対象世帯（次のいずれかに該当）
　① 世帯全員の令和３年度分（２０２１年度）の住民税が
非課税である世帯

　② 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急
変し、直近の収入が非課税世帯相当の水準にあると
認められる世帯（家計急変世帯）

　【重要】 ①・②のいずれも別世帯の住民税課税所得者の
扶養親族である場合は、支給されません。

●申請方法
　対象世帯①　  給付対象者を抽出し、準備でき次第案内

通知等を送付します。中身を確認し返送
してください。

　対象世帯②　  申請に基づく給付。収入が確認できる書
類の添付が必要です。　

※詳細が決定次第、お知らせします。
●給付額　１０万円（対象となる１世帯あたり）
●問い合わせ
 臨時特別給付金コールセンター（内閣府）
　☎０１２０－５２６－１４５（午前９時～午後８時）

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金

　町では、さまざまなＳＮＳを通じて情報を発信してい
ます。ぜひフォローお願いします！
【河合町公式ＬＩＮＥ】　ＩＤ検索：@kawai-town
【Ｆａｃｅｂｏｏｋ】　　ＩＤ：@sunamaru0211
【Ｔｗｉｔｔｅｒ】　　　ＩＤ：@kawai_sunamaru
【Ｉｎｓｔａｇｒａｍ】　ＩＤ：kawai1201
【ＹｏｕＴｕｂｅ】　　　ＩＤ：河合町KawAi

　なお、１月９日（日）に行われた成人式を２月２８日
（月）までＦａｃｅｂｏｏｋでご覧いただけます。
●問い合わせ　広報広聴課　☎内線２１１

河合町公式ＳＮＳ

登録してすな♪

5072
ノート注釈
5072 : Marked
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　「ボッチャ」とはヨーロッパで生まれたスポーツで、
赤・青の各６球ずつのボールを投げたり、転がしたり、
互いに当てたりして、ジャックボールと呼ばれる白い
ボール（目標球）に相手より近づけられるかを競う球技で
す。東京２０２０パラリンピックでも正式種目として実
施され、日本人選手が金メダルを獲得したことが記憶に
新しいスポーツです。
　身体障害者協会では、活動の一環として「ボッチャ」に
取り組んでいます。障がいのある方もない方も、共に楽
しめます。
　興味のある方は、一緒に「ボッチャ」をしませんか。
●問い合わせ　身体障害者協会事務局（豆山の郷）
　　　　　　　☎５８－２７３３

「ボッチャ」を知っていますか？

　西和警察署管内で、インターネットを利用した詐欺が
横行しています。河合町でも発生がありました。手口を
知り、焦らず冷静に対処すれば被害は防げます。

《手口》　‌�「コンピューターウイルスに感染しています」
等、偽の警告画面に表示した電話番号に電話を
かけさせ、遠隔操作で修理を装い、お金をだま
し取ります。

《対策》　○�まずは落ち着いて、その画面を閉じるかパソ
コンを再起動しましょう。

　　　　○�画面に出ている電話番号には、絶対電話をか
けてはいけません！

　　　　○�電話をかけてしまった場合、相手が「修理代
をコンビニエンスストアや家電量販店等で
プリペイドカード（電子マネー）を購入して支
払ってください」と言ったら、それは詐欺で
す。（プリペイドカードの裏面のパスワードを
聞き出し、電子マネーからお金を取る手口）

●問い合わせ　西和警察署　☎７２－０１１０

電話で「プリペイドカードを
買ってください」は詐欺です！

　防災行政無線の放送内容をスマートフォンや携帯電話
などのメール、固定電話やＦＡＸで確認できる情報配信
をしています。配信を希望される方は、申し込みが必要
です。

【電話・FAXで受信希望の場合】
　申請用紙を提出してください。申込用紙は安心安全推
進課、出張所でお渡しします。なお、ホームページから
も取得可能です。

【電子メールで受信希望の場合】
次のいずれかの方法で申し込みをしてください。
①申込用紙を提出。
②�QRコードを読み取り、空メールを送信

してください。登録用URLが記載され
たメールが届くので、案内にそって入
力し登録。

※�読み取り機能がない場合は、下記アドレスを入力。
　bousai.kawai-town@raiden3.ktaiwork.jp
※�迷惑メールブロック設定がされている場合は、
　kawai-town@raiden3.ktaiwork.jp　を受信できる
　ように設定してください。
●問い合わせ　安心安全推進課　☎内線２４３

河合町防災行政情報配信サービス

広告欄

　不動産コンサルティングマスター、税理士、司法書士
等の専門家がアドバイスします。（要予約）
●と　き　２月１２日（土）　午前１０時～午後４時
●ところ　王寺町防災コミュニティーセンター
●内　容　‌�空き家相談、土地有効活用、借地借家、資産

税務、贈与と相続など
●申し込み・問い合わせ
　ＮＰＯ法人　奈良県不動産コンサルティング協会
　☎０７４３－８６－４２８５

不動産無料相談会
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火災・救急などの出場状況

１１月中 本年累計

河合町
火災 0 件 2 件
救急 74 件 768 件

１１月中 本年累計

西和管内
火災 0 件 32 件
救急 709 件 7,281 件

西和消防署より

手話の部屋手話の部屋

雪がふる雪がふる

Ｌｅｔ’ｓ　ｔｒｙ！
※利き手が左の方は左手で！

その指を横に移動させるその指を横に移動させる 親指と人差し指で
丸をつくり、上から下に
揺らしながら移動させる

親指と人差し指で
丸をつくり、上から下に
揺らしながら移動させる

人差し指で歯をさし人差し指で歯をさし

せつぶんせつぶん

片手で枡を表し
もう片方で豆をつかむ
片手で枡を表し

もう片方で豆をつかむ
パッと豆まき！パッと豆まき！人差し指を頭の上に

立てて鬼さん！
人差し指を頭の上に
立てて鬼さん！

「白」の
手話だよ

片手をコの字に
し、片手は指先
を合わせる

電話相談
●子育ての相談　月〜金曜日
　地域子育て支援センター
　（かがやきの森こども園）　☎58-2350
●育児・発育の相談　月〜金曜日
　保健センター　☎56-6006
●小・中学校の相談　月〜金曜日
　教育総務課　☎内線206
●その他子育ての相談　月〜金曜日
子育て支援課　子育て世代包括支援セ
ンター　☎内線197
●高齢者の相談　月〜金曜日
　地域包括支援センター
　☎内線175・178・186

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、延期または中止となる場合があります。

人権・行政・心配ごと相談
　家庭のことから国の仕事まで、人権擁護委
員・行政相談委員・民生委員が相談に応じます。
とき　2月18日（金）　午後１時〜４時
ところ　豆山の郷
問い合わせ　総務課　☎内線222・228

消費生活相談
　消費生活相談員が相談に応じます。
とき・ところ
①�月曜日 午後１時〜５時、金曜日 午前９
時〜午後１時／河合町役場２階相談室　
②�火曜日 午後１時〜５時、木曜日 午前９
時〜１時／上牧町役場１階町民相談室
問い合わせ　総務課　☎内線222・228

無料法律相談
　相続や不動産、離婚などについて、弁
護士が相談に応じます。要予約。
とき　2月25日（金）　午後１時〜４時
ところ　役場２階相談室
定員　６組（１組30分程度）
申し込み　2月22日（火）　午前10時
役場２階相談室にて抽選。定員に満たな
い場合は、電話予約を受付。
問い合わせ　総務課　☎内線222・228

女性・ＤＶ電話相談
とき　火・金曜日　※祝日の場合、前日
　午前10時〜 12時、午後１時〜３時
電話・FAX番号　NPOなら人権情報セン
ター河合支局　☎57-2908

相談のご案内2月
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●開館　火～日曜日　午前９時３０分～午後５時
　　　　　　　　　　（第１・３金曜日は午後７時まで）
●休館　月曜日 （祝日と重なる場合はその翌日）
※�２月の月末図書整理は行わないため、２７日（日）は

開館します。
※�新型コロナウイルスの感染拡大状況により、臨時休

館または一部利用制限をする場合があります。
●問い合わせ　☎３２－８６０５

◆奈良県知事表彰
　副分団長　岡本　章伴（大輪田班）　　
　団　員　　中野　俊一（佐味田班）
◆奈良県消防協会長表彰
　分団長　　秋吉　コズエ（女性班）
　副分団長　松本　良樹（穴闇班）
　団　員　　安井　久晴（市場班）
◆北葛城郡町村会長表彰
　団　員　　土井　教寛（薬井班）
◆消防協会北葛城支部長表彰
　部　長　　大井　崇司（池部班）
　団　員　　山内　伸晃（佐味田班）

　年初めに、火災や災害のない一年を願って、1月８日（土）
中央公民館で消防団による「消防出初式」が開催されました。
　式典では消防防災業務に功績のあった消防団員の表彰状
が授与されました。表彰者は次のとおりです（敬称略）。

◆団長表彰
　分団長　　上村　友作（佐味田班）　
　団　員　　勝水　祥太（長楽班）
　団　員　　森  　文計（城内班）
　団　員　　荒木　克哉（池部班） 
　団　員　　加藤　智子（女性班）
◆退職団員感謝状
　元副団長　　小西　和也（佐味田班）　
　元分団長　　青木　弘次（佐味田班）
　元副分団長　大山　修司（西穴闇班）　
　元副分団長　吉村　敏枝（女性班）　　　　
　元副分団長　羽田野　弘子（女性班）
　元班長　　　吉川　信也（市場班）
　元団員　　　永岡　信明（市場班）　
　元団員　　　西村　陽介（市場班）
　元団員　　　谷　　陣（大輪田班）
　元団員　　　岩城　淳弘（大輪田班）
　元団員　　　中山　富夫（佐味田班）
　元団員　　　北森　秀美（西穴闇班）

「大和の古代文化」
奈良県立万葉文化館編

「バスがきたよ」
藤本　ともひこ　作・絵

「日本全国新幹線に乗ろう！」「しんぱいなことがありすぎます！」
工藤　純子　作

「采女の怨霊」
高田　崇史　著

「レフトハンド・ブラザーフッド
  上・下」

知念 実希人 著平成２８年度、奈良県立万葉
文化館開催の講座を書籍化。

「万葉人の自然認識と表現」な
ど８編を収録。

【メンテナンスによるサービス全般停止】�
　メンテナンスのため、図書館システムに関わる
サービス及びWEB公開サービス全般を停止します。
●と　き　２月７日（月）　午前９時～午後９時

【�２月のおはなし会(申込制)】�
◆と　き　２月２６日(土)
　　　　　午前１０時３０分～１１時
◆ところ　図書館２階
◆内　容　おはなし・絵本・紙芝居　　
◆申し込み　２月１日（火）～窓口か電話で申し込み
　　　　　　午前９時３０分～午後５時
　　　　　　（蔵書点検期間中も電話のみ申し込み可）

【特別整理（蔵書点検）による休館】
●と　き　２月８日（火）～２０日（日）

パンダくんたちがバスを待っ
ていると、いろいろなバスが
やってきます。親子で「なんの
バスかな？」と楽しめる絵本。

世界にほこる正確で安全な高速
鉄道、新幹線が大集合! のぞみ、
はやぶさ、こまちなど魅力たっ
ぷり。

１年生のももは、忘れ物をしたくな
くて、教科書を全部ランドセルに入
れているので、みんなから「ヤドカ
リみたい」といわれていますが…。

奈良・猿沢池の畔に鎮座する春
日大社の末社。なぜ、中秋の宵
の祭りが古来より続けられてい
るのか。歴史ミステリー小説。

ある事故がきっかけで高校生の岳士の
左手に、死んだ兄・海斗の人格が宿り、
やがて殺人事件に巻き込まれてしまう。

一
般
書
…
他
８
冊

児
童
書
…
他
10
冊

開館・休館のお知らせ

◆支部長永年勤続表彰
　団　員　　吉村　直也（長楽班）
　団　員　　西野　貴之（大輪田班）
　団　員　　中野　俊一（佐味田班）
　団　員　　浮島　啓次（佐味田班）
◆西和警察署長感謝状
　団　員　　西野　貴之（大輪田班）
◆西和消防署長表彰
　団　員　　山本　泰史（薬井班）
◆町長表彰
　副分団長　山地　洋子（女性班）　
　班　長　　岡井　孝彰（西穴闇班）
　団　員　　片岡　久也（城古班）

消防出初式
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history
歴  史

廣瀬神社の砂かけ祭

河合町
歴史旅行
vol.12

　川合の廣瀬神社の歴史は古く、『日本書紀』天武天皇４年（６７５）条に記事が見られます。社伝ではさらに古く、

崇神天皇の時代に創建されたと伝えられていますが、周辺の遺跡の状況から、７世紀以前には信仰の母体となるも

のがあったと考えられます。

　祭神は若宇加能売命（別名： 大 忌 神 ）で、古代より水の神、

水田を守る神、五穀豊穣の神として広く信仰されています。

　毎年２月１１日に行われる「砂かけ祭」は豊かな実りを祈

願する御田植祭の一種ですが、砂を雨に見立ててかけ合うと

いう珍しさから大和の奇祭としても広く知られています。

　「砂かけ祭」は河合町指定無形民俗文化財になっており、

砂のかけ合いが激しいほど良い雨に恵まれて豊かな実りが訪

れるといわれています。祭りは、午前の「殿上の儀」、午後の「庭

上の儀」の２部に分かれて営まれます。

　成人の皆さま、おめでとうございます！
　担当者としても編集員としても、初めての成人式でした。企画立案や恩師とのやりとり、写真撮影やインタ
ビュー、学年の代表として「コロナ禍で最大限どこまでできるか」を考えながら、成人する一人ひとりが過去を
振り返り未来へ進む機会でもあるんだなぁと感じました。近くで関われたことに感謝です。（中）

　拝殿で営まれる神事です。祝詞奏上

の後に、拝殿を田んぼに見立てて苗代

作り、田作りなど、田植えまでの所作

を行います。各所作の中で田人が言葉

を発しますが、即興風に行っており、

民俗芸能的要素があります。

【庭上の儀】

　拝殿前の広場に青竹を四本立て、しめ縄を張っ

て田んぼに見立てます。この田んぼで、殿上の儀

と同じような田植えまでの所作を繰り返しますが、

田人、あるいは田人と牛役が出て田作りの所作を

した後、太鼓の合図で参拝者と雨に見立てた砂を

かけ合います。

　神事を営む主要な役として田人（田

んぼを耕す人の意）がいますが、町

イメージキャラクターのすな丸はこ

の田人がモデルになっています。

【殿上の儀】

砂かけ祭
２月１１日 ( 金・祝 )

　殿上の儀　午前１０時３０分～

　庭上の儀（砂かけ行事）　午後２時～

※規模を縮小して執り行われます。

・ステージイベントは行いません。

・関連イベントは規模が縮小されます。

すじん

わかうかのめのみこと おおいみのかみ

おたうえさい

でんじょう てい

じょう

たひと

のりとそうじょう

なわしろ

しょさ

ごこくほうじょう



（1月末現在）☆kawaii！きっず　大募集！
　未就学のお子さまの写真を募集しています。下段のE-mailまたは広報広聴課窓口までお申し込みください。

令和3年
12月末現在。

（ ）は前月比

■ 河合町役場（代表）
　　平日午前８時30分～午後５時15分

■ 豆山の郷 
■ 保健センター
■ 役場出張所 
■ 心の交流センター

2022年2月1日号（No.595）

編集・発行　　河合町役場 企画部 広報広聴課　
　　　　　　　〒636-8501 奈良県北葛城郡河合町池部1丁目1番1号
E-mail　　　　kouhokawai@town.kawai.nara.jp
ホームページ　http://www.town.kawai.nara.jp/

広報かわい

TEL 0745-57-0200
FAX 0745-56-4007

TEL 58-2733
TEL 56-6006
TEL 32-6605
TEL 56-5196

■ 清掃工場
■ 上下水道課
■ まほろばホール
■ 図書館
■ 中央公民館（生涯学習課）
■ 西大和地区公民館
■ 総合スポーツ公園 

TEL 32-0706
TEL 56-5210
TEL 72-1100
TEL 32-8605
TEL 57-2271
TEL 57-2271
TEL 56-4600

■は月曜日が休館です。

世帯数
7,949世帯（－1世帯）

人口
17,277人（－7人）

男   8,041人
女   9,236人

まちまちの動き

たか はし あお  と

高橋 碧斗 くん
６か月

わ　だ さくら

和田  桜 ちゃん
２歳

つじ  い み　さ

辻井 佐和 ちゃん 未紗 ちゃん
６歳１か月　　４歳４か月

さ　わ

砂かけ祭の紹介展示、廣瀬大社と関係する遺跡
の出土品展示を行っています。関連のイラスト
なども展示しています。

●問い合わせ　生涯学習課　☎５７－２２７１

絵／中田弘司…奈良県河合町出身、創造社デザイン専門学校卒業。制作事務所に勤務しグラフィックデザイ
ナーを経て、イラストレーターに。絵本をはじめ、育児雑誌、壁画、幼児服、広告等にて作画。'９７～'０１
には小学館「ビッグコミックオリジナル・増刊号」表紙、カワイ音楽教室教材や日立カレンダー２０２１イラ
ストも担当。現在、絵本やビジュアル技法の講師も務める。https://www.nakatakoji.com/

～砂かけ祭編～

河合町の文化財ちょっと見て！展

２月２７日（日）まで
午前８時３０分～午後５時１５分
中央公民館（月曜日は休館）




